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一　

改
正
の
趣
旨

　

被
用
者
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
多
様
な

生
き
方
や
働
き
方
に
公
平
な
社
会
保
障
制
度

を
目
指
す
平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日
の
閣

議
決
定
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」

に
基
づ
き
、
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
を
展

望
し
つ
つ
、今
後
の
制
度
の
成
熟
化
や
少
子
・

高
齢
化
の
一
層
の
進
展
等
に
備
え
、
年
金
財

政
の
範
囲
を
拡
大
し
て
制
度
の
安
定
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
民
間
被
用
者
、
公
務
員
を

通
じ
、
将
来
に
向
け
て
、
同
一
の
報
酬
で
あ

れ
ば
同
一
の
保
険
料
を
負
担
し
、
同
一
の
公

的
年
金
給
付
を
受
け
る
と
い
う
公
平
性
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的
年
金
全
体
に
対

す
る
国
民
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
厚
生
年

金
保
険
制
度
に
公
務
員
及
び
私
学
教
職
員
も

加
入
す
る
こ
と
と
し
、
厚
生
年
金
保
険
制
度

に
統
一
す
る
こ
と
。

　

年
金
財
政
の
範
囲
の
拡
大
に
よ
る
制
度
の

安
定
性
及
び
同
一
保
険
料
・
同
一
給
付
に
よ

る
公
平
性
の
確
保
と
い
っ
た
趣
旨
に
つ
い
て

は
、ほ
と
ん
ど
十
九
年
法
案
と
同
じ
で
す
が
、

大
き
く
異
な
る
点
は
、「
公
的
年
金
制
度
の

一
元
化
を
展
望
し
つ
つ
」
と
い
う
点
で
す
。

今
回
の
年
金
制
度
改
正
は
、
来
年
、
政
府
が

国
会
へ
法
案
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
国
民

年
金
を
含
め
、
全
年
金
制
度
を
完
全
に
一
本

化
し
て
、
税
に
よ
る
最
低
保
障
年
金
と
所
得

比
例
年
金
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
新
し
い

年
金
制
度
の
創
設
の
方
向
性
に
沿
っ
て
現
行

　

閣
議
決
定
・
第
百
八
十
回
通
常
国
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た

被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
法
案

　
「
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
が
平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日
に
閣
議
決
定
し
、
今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
法
案
概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
法
案
は
十
九
年
に
国
会
へ
提
出
さ
れ
、
二
十
一
年
七
月
の
衆
議
院
解
散
と
と
も
に
廃
案
と

な
っ
た
被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
法
案
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
こ
の
十
九
年
法
案
同
様
、
共
済

制
度
の
職
域
部
分
（
三
階
部
分
）
廃
止
後
の
新
た
な
年
金
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
年
中
に
検
討
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
別
に
法
律
に
定
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
附
則
に
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
政
府
は
岡
田
副
総
理
の
下
、
有
識
者
会
議

を
設
置
し
、
民
主
党
に
あ
っ
て
は
、
厚
労
・
財
務
・
総
務
・
文
科
の
各
部
門
の
関
係
議
員
か
ら
な

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
の
改
善
を
図
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

二　

法
律
案
の
主
な
内
容

㈠ 

厚
生
年
金
に
公
務
員
及
び
私
学
教
職
員

も
加
入
す
る
こ
と
と
し
、
二
階
部
分
の

年
金
は
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
。

　

公
務
員
及
び
私
学
教
職
員
（
私
学
共
済
制

度
の
加
入
者
）
に
つ
い
て
、
厚
生
年
金
保
険

法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
適
用
除
外
規
定
を
削

除
し
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
元
化
後
の
厚

生
年
金
被
保
険
者
適
用
の
区
分
は
次
の
と
お

り
で
す
。

•
民
間
被
用
者
…

　
　
　
　
　
　

厚
生
年
金
第
一
号
被
保
険
者

•
国
家
公
務
員
…

　
　
　
　
　
　

厚
生
年
金
第
二
号
被
保
険
者

•
地
方
公
務
員
…

　
　
　
　
　
　

厚
生
年
金
第
三
号
被
保
険
者

•
私
学
教
職
員
…

　
　
　
　
　
　

厚
生
年
金
第
四
号
被
保
険
者

㈡ 

共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
的
な
差

異
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
厚
生
年
金

に
そ
ろ
え
て
解
消
す
る
。

　

前
記
㈠
に
よ
り
、
共
済
法
の
長
期
給
付
に

関
す
る
規
定
の
削
除
等
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
遺
族
共
済
年
金
の
転

給
制
度
の
廃
止
等
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
主

な
内
容
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
①
〜
⑤
ま

で
の
差
異
は
厚
生
年
金
に
そ
ろ
え
る
こ
と
で

解
消
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
⑥
の
現
行
の
厚
生
年
金
の
女
子
に

対
す
る
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
が
五
年

遅
れ
で
あ
る
特
例
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
対

象
者
が
無
く
な
る
経
過
的
措
置
で
あ
る
た
め
、

差
異
の
解
消
は
行
わ
ず
、
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
（
第
一
号
被
保
険
者
）
で
あ
る
女
子
に
は

引
き
続
き
存
置
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

㈢ 

共
済
年
金
の
一
、
二
階
部
分
の
保
険
料

を
引
き
上
げ
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
率

（
上
限
十
八
・
三
％
）
に
統
一
す
る
。

　

厚
生
年
金
及
び
共
済
年
金
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
引
き
上
げ
幅
同
様
、
毎
年

〇
・
三
五
四
％
ず
つ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
法

律
化
し
、
公
務
員
は
三
十
年
、
私
学
教
職
員

は
三
十
九
年
に
、
十
八
・
三
％
で
統
一
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
域
部
分
が
廃
止

さ
れ
る
二
十
七
年
十
月
以
後
は
、
こ
れ
ま
で

職
域
部
分
を
含
め
た
保
険
料
率
が
一
、
二
階

の
年
金
に
か
か
る
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、

私
学
共
済
の
場
合
、
一
・
二
％
程
度
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

な
お
、こ
の
引
き
上
げ
ら
れ
た
保
険
料（
増

加
保
険
料
）
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
私

学
共
済
で
は
、
二
十
七
年
十
月
か
ら
四
十
一

年
八
月
ま
で
の
間
、
軽
減
し
た
保
険
料
（
軽

減
保
険
料
）
を
共
済
規
程
で
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
定
め

を
し
た
場
合
、
増
加
保
険
料
と
軽
減
保
険
料

の
差
額
分
に
つ
い
て
、
共
通
財
源
以
外
の
積

立
金
（
※
）
を
活
用
し
、
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
画
室
（
共
済
事
業
本
部
）
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厚生年金 共済年金
①被保険者の
　年齢制限

○７０歳まで ○年齢制限なし（私学共済除く）

②未支給年金の
　給付範囲

○死亡した者と生計を同じくしていた配偶者、子、
　父母、孫、祖父母、又は兄弟姉妹
　 （注 ：今年３月に提出した年金改正法案（年金機能

強化法案）で、甥姪など３親等内の親族にも拡大）

○遺族（死亡した者によって生計を維持していた
　 配偶者、子、父母、孫、祖父母）又は遺族が
　ないときは相続人

③老齢給付の
　在職支給停止

○老齢厚生年金受給者が厚年被保険者となった場合
　• ６５歳までは（賃金＋年金）が２８万円を超えた
　　場合、年金の一部又は全部を支給停止。
　• ６５歳以降は（賃金＋年金）が４６万円を超えた
　　場合、年金の一部又は全部を支給停止。
○老齢厚生年金受給者が共済組合員となった場合
　　年金の支給停止なし。

○退職共済年金受給者が共済組合員となった場合
　　（賃金＋年金）が２８万円を超えた場合、年金の
　　一部又は全部を支給停止。３階部分は支給停止。
　　※ 私学共済の退職共済年金受給者が私学共済加入

者となった場合は、厚年と同様の方式
○ 退職共済年金受給者が厚年被保険者等となった場合
　　（賃金＋年金）が４６万円を超えた場合、年金の
　　一部又は全部を支給停止。

④障害給付の
　支給要件

○ 初診日の前々月までの保険料納付済期間及び保険料
免除期間を合算した期間が３分の２以上必要
　（保険料納付要件あり）。

○保険料納付要件なし。

⑤遺族年金の転給 ○ 先順位者が失権しても、次順位以下の者に支給され
ない（例:遺族年金受給中の子供のいない妻が死亡
すると、その遺族年金は支給されなくなる）。

○ 先順位者が失権した場合、次順位者に支給される
　 （例:遺族年金受給中の子供のいない妻が死亡したとき、
一定の場合、その遺族年金が父母等に支給される）。

（経過的措置）
⑥女子の支給開始
　年齢

○６０歳台前半の特別支給の老齢厚生年金の支給開始
　年齢引上げは、男子の５年遅れのスケジュール。
　（昭和２１年４月２日以降生まれ～）

○６０歳台前半の特別支給の退職共済年金の支給開始
　年齢引上げは、男子と同じスケジュール。
　（昭和１６年４月２日以降生まれ～）

10 

12 

14 

16 

18 

20 

22 

保
険
料
率

％

18.3%

平成30
(2018)

厚生年金の引上げ
スケジュール
引上幅0.354％

平成29年に上限

（公務員共済）

（私学共済）

15.862％

16.412％

13.292％

（厚生年金）

現在の公務員共済（１～３階）の
引上げスケジュール

引上幅0.354％
平成35年以降19.8％で固定

現在の私学共済（１～３階）の
引上げスケジュール

引上幅0.354％
平成42年以降19.4％で固定

公務員共済
18.3％

私学共済
18.3％

被用者年金
一元化法施行

１、２階分の
保険料率となる

平成19
(2007)

平成23
(2011)

平成27
(2015)

平成35
(2023)

平成39
(2027)

平成42
(2030)

（私学共済1,2階分）

（公務員共済
1,2階分）

（地共済）

（国共済）

（注１）各共済の引上げスケジュール及び最終保険料率は平成21年財政再計算結果による。
（注２）公務員共済の保険料率は平成21年に統一されている。

表１：制度的な差異の解消

図１：保険料率の統一

※図表は厚生労働省ホームページ「被用者年金制度一元化法案概要」より抜粋
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※
積
立
金
の
仕
分
け
（
図
２
参
照
）

　

現
在
の
共
済
年
金
の
積
立
金
に
つ
い
て

は
、
一
、
二
階
部
分
と
三
階
部
分
の
区
別
が

な
い
た
め
、
被
用
者
年
金
一
元
化
に
際
し
て

は
、
共
済
年
金
の
積
立
金
の
う
ち
、
一
、
二

階
部
分
の
給
付
の
み
で
あ
る
厚
生
年
金
の
積

立
金
の
水
準
に
見
合
っ
た
額
を
、
一
元
化
後

の
厚
生
年
金
の
積
立
金
（
＝
共
通
財
源
）
と

し
て
仕
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
共
済
年
金
の
積
立
金
の
う

ち
、
一
元
化
前
の
厚
生
年
金
に
お
け
る
積
立

比
率
（
保
険
料
で
賄
わ
れ
る
一
、
二
階
部
分

の
年
間
の
支
出
に
対
し
て
、
何
年
分
を
保
有

し
て
い
る
か
と
い
う
積
立
金
の
水
準
）
に
相

当
す
る
額
を
、共
通
財
源
と
し
て
仕
分
け
る
。

　

図
２
の
と
お
り
、
私
学
共
済
の
場
合
、
積

立
比
率
九
・
三
年
分
の
う
ち
、
四
・
二
年
分

（
一
・
七
兆
円
）
を
一
、
二
階
部
分
の
給
付

に
充
て
る
共
通
財
源
と
し
、
共
通
財
源
以
外

の
五
・
一
年
分（
二
・
〇
兆
円
）の
積
立
金
は
、

旧
三
階
部
分
の
給
付
に
充
て
る
ほ
か
、
前
述

の
と
お
り
増
加
保
険
料
の
負
担
軽
減
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
図
２
は
二
十
六
年
度
末
の
見
込
み
数
値

に
基
づ
い
た
機
械
的
な
計
算
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
実
際
の
一
元
化
施
行
時
に
計
算
さ
れ

る
数
値
と
は
異
な
る
こ
と
を
ご
注
意
く
だ
さ

い
。㈣ 

厚
生
年
金
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
効
率
的
な
事
務
処
理
を
行
う
観
点

か
ら
、
共
済
組
合
や
私
学
事
業
団
を
活

用
す
る
。
ま
た
、
制
度
全
体
の
給
付
と

負
担
の
状
況
を
国
の
会
計
に
と
り
ま
と

め
て
計
上
す
る
。

○ 

被
保
険
者
の
記
録
管
理
、
標
準
報
酬
の

決
定
・
改
定
、
保
険
料
の
徴
収
、
保
険

給
付
の
裁
定
等
を
行
う
主
体
と
し
て
、

厚
生
労
働
大
臣
に
加
え
、
共
済
組
合
及

び
私
学
事
業
団
（
共
済
組
合
等
）
を
規

定
す
る
。

○ 

共
済
組
合
等
は
、
徴
収
し
た
厚
生
年
金

保
険
料
及
び
管
理
運
用
す
る
一
、
二
階

積
立
金
等
に
応
じ
て
厚
生
年
金
勘
定
に

拠
出
金
を
納
付
し
、
厚
生
年
金
の
保
険

給
付
に
要
す
る
費
用
等
を
分
担
す
る
。

ま
た
、
共
済
組
合
等
が
行
う
厚
生
年
金

の
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
等
は
、
厚

生
年
金
勘
定
か
ら
交
付
金
と
し
て
共
済

組
合
等
に
交
付
す
る
。

○ 

一
元
化
さ
れ
た
厚
生
年
金
制
度
全
体
の

給
付
と
負
担
の
状
況
を
、国
の
会
計（
厚

生
年
金
勘
定
）
に
と
り
ま
と
め
て
計
上

し
、
国
民
に
開
示
す
る
。

○ 

一
元
化
さ
れ
た
厚
生
年
金
制
度
全
体
を

通
じ
た
財
政
検
証
を
、
定
期
的
に
実
施

す
る
。 

○ 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
各
所
管
大
臣
を
経

由
し
て
共
済
組
合
等
に
拠
出
金
等
に
関

し
必
要
な
報
告
を
求
め
る
ほ
か
、
各
所

管
大
臣
に
対
し
、
そ
の
報
告
に
関
し
監

督
上
必
要
な
命
令
や
監
査
の
実
施
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

○ 

積
立
金
の
運
用
の
基
本
的
な
指
針
に
つ

い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
案
を
作
成

し
、
各
大
臣
と
協
議
の
上
、
策
定
す
る
。

○ 

積
立
金
の
運
用
の
状
況
の
公
表
及
び
評

価
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
厚
生
労
働

大
臣
が
運
用
状
況
や
そ
の
評
価
等
を
記

載
し
た
報
告
書
の
案
を
作
成
し
、
各
大

臣
と
協
議
の
上
、
策
定
し
、
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
行
う
。

　

共
済
制
度
は
、
今
後
も
医
療
保
険
、
福
祉

事
業
や
旧
三
階
年
金
等
の
事
業
を
一
体
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、
過
去
記
録
の
移
管

等
に
は
膨
大
な
作
業
量
と
コ
ス
ト
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
元
化
後
も
共
済
組
合
及

び
本
事
業
団
を
厚
生
年
金
の
実
施
機
関
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
通
財
源
と
な
る
積
立
金
は
各
実
施
機
関
で

保
有
し
、
そ
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
厚
生
年
金
保
険
事
業
の
運
営
の
安
定
と

い
う
目
的
に
沿
い
つ
つ
、
そ
の
一
部
を
各
共

済
法
の
目
的
に
沿
っ
て
運
用
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

㈤ 

共
済
年
金
に
あ
る
公
的
年
金
と
し
て
の

三
階
部
分
（
職
域
部
分
）
は
廃
止
す
る
。

公
的
年
金
と
し
て
の
三
階
部
分
（
職
域

部
分
）
廃
止
後
の
新
た
な
年
金
に
つ
い

て
は
、
二
十
四
年
中
に
検
討
を
行
い
、

別
に
法
律
で
定
め
る
。

　

図
３
の
と
お
り
、
共
済
年
金
は
報
酬
比
例

部
分
の
約
二
割
に
相
当
す
る
三
階
部
分
（
職

域
部
分
）
が
上
乗
せ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

三
階
部
分
（
職
域
部
分
）
を
廃
止
し
て
公
的

年
金
と
し
て
は
厚
生
年
金
に
そ
ろ
え
る
こ
と

と
し
ま
す
。
三
階
部
分
（
職
域
部
分
）
廃
止

後
の
新
た
な
年
金
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
年

中
に
検
討
を
行
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

別
に
法
律
で
定
め
、
三
階
部
分
（
職
域
部
分
）

の
廃
止
と
同
時
に
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
冒
頭
で

記
載
し
ま
し
た
と
お
り
、
政
府
は
、
岡
田
副

総
理
の
下
、「
共
済
年
金
職
域
部
分
と
退
職

給
付
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
四
月
二
十

六
日
初
会
合
）
を
設
置
し
、
六
月
下
旬
頃
ま

で
検
討
を
進
め
、
中
間
ま
と
め
が
報
告
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
民
主
党
に
お
い
て

は
、
厚
労
・
財
務
・
総
務
・
文
科
の
各
部
門

の
関
係
議
員
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

㈥ 

追
加
費
用
削
減
の
た
め
、
恩
給
期
間
に

か
か
る
給
付
に
つ
い
て
本
人
負
担
の
差

に
着
目
し
て
二
十
七
％
引
下
げ
る
。
た

だ
し
、
一
定
の
配
慮
措
置
を
講
じ
る
。

　

公
務
員
に
お
け
る
恩
給
期
間
に
か
か
る
給

付
の
引
き
下
げ
に
関
す
る
措
置
で
あ
る
た

め
、
私
学
共
済
制
度
に
は
直
接
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

《
施
行
日
》

㈠
〜
㈤
に
つ
い
て

　
　

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日

㈥
に
つ
い
て

　
　

 

公
布
か
ら
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
政
令
で
定
め
る
日
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４．２年分
（143.5兆円）

４．２年分

（24.0兆円）

４．２年分
（1.7兆円）

３．６年分

（20.7兆円）

５．１年分

（2.0兆円）

厚生年金 公務員共済 私学共済

共
通
財
源

共
通
財
源

共
通
財
源

共
済
に
残
る
積
立
金

共
済
に
残
る
積
立
金

【仕分けのイメージ】

厚生年金における１・２階支出

厚生年金における１・２階積立金
＝４．２年分

各共済の積立金のうち、共済の１、２階支出の
４．２年分の積立金を共通財源（＝一元化後の
厚生年金の積立金）と整理する。

（ 企 業 年 金 ）

職域部分 19,971円

老齢厚生年金
（報酬比例年金）

99,858円

退職共済年金
（報酬比例年金）

99,858円

老齢基礎年金
65,541円

老齢基礎年金
65,541円

老齢基礎年金
65,541円

老齢基礎年金
65,541円

［ 厚 生 年 金 ］ ［ 共 済 年 金 ］

合計 230,940円 合計 250,915円

）む含を分部域職（）いなま含を金年業企（

（注）職域部分を除けば、厚生年金と同額（230,940円）

※平成２４年度価格

（注１）法案では「26年度末の積立金と27年度の支出に基づき仕分ける」こととしており、上記は平成26年度末見込み数値に基づ
いた機械的な計算である。実際には、実績を踏まえて仕分けることになる。

（注２）共済に残る積立金は旧３階部分の処理に充てる。（私学共済については、さらに増加保険料の軽減に充てることも可。）
（参考）各制度の財政運営については、平成21年度に財政検証・財政再計算を行った結果、各制度とも、2105年までの約100年間

について収支の均衡が図られることが示されている。また、この結果は年金数理部会に検証された結果、将来の健全性が確認
されている。
　経済前提は、いずれの制度においても、名目運用利回り4.1％、名目賃金上昇率2.5％、物価上昇率1.0％（経済中位ケース）。
また、いずれの制度においても、合計特殊出生率は1.26、平均余命は男83.67、女90.34（出生中位、死亡中位ケース）。

（前提）加入期間中の平均報酬月額：360,000円、加入月数：480月（40年）
（参考）報酬比例部分の年金額：平均報酬月額（賃金変動に伴う再評価後）×給付乗率×加入月数×物価スライド率
　※ 　職域部分は、民間において、厚生年金基金や適格退職年金などの種々の企業年金が相当程度普及している点も考慮するとと

もに、公務員の身分上の制約等が課されていること等を踏まえ、昭和61年に設けられたもの

図２：共通財源とする積立金の仕分けについて

図３：公的年金としての３階部分（職域部分）の廃止

※図は厚生労働省ホームページ「被用者年金制度一元化法案概要」より抜粋
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助

成

業

務

補
助
事
業

　

私
立
大
学
等
に
対
し
て
補
助
金
の
交

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
立
の
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門

学
校
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
国
か

ら
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
の
交
付
を
受

け
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
大
学
等
を
設
置
し

て
い
る
学
校
法
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
分
（
七
五
億
七
、
二
六
九
万
円
）
を
含

む
三
、
二
六
三
億
二
、
五
六
九
万
円
を
国
か

ら
受
け
入
れ
、同
額
を
交
付
す
る
予
定
で
す
。

貸
付
事
業

　

学
校
法
人
等
に
対
し
て
固
定
金
利
で

長
期
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
法
人
、
準
学
校
法
人
に
対
し
て
、
そ

の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
校
地
・
校
舎
等
の

施
設
設
備
の
整
備
に
要
す
る
資
金
、
そ
の
他

経
営
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
固
定
金
利
で

長
期
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た

私
立
学
校
施
設
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
旧
等

の
た
め
、
通
常
よ
り
有
利
な
貸
付
条
件
で
融

資
を
行
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
の
貸
付
事
業
計
画
額
は
、
九

三
八
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
付
財
源
は
、
財
政
融
資
資
金
五
四
五
億

円
、
自
己
調
達
資
金
三
九
三
億
円
（
う
ち
、

共
済
業
務
に
か
か
る
長
期
勘
定
か
ら
の
借
り

入
れ
二
七
六
億
円
、
私
学
振
興
債
券
の
発
行

に
よ
る
調
達
五
〇
億
円
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受
配
者
指
定
寄
付
金
事
業

　

受
配
者
指
定
寄
付
金
の
受
け
入
れ
と

配
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
立
学
校
の
教
育
と
研
究
の
振
興
の
た
め

に
企
業
等
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
こ
れ

を
寄
付
者
が
指
定
し
た
学
校
法
人
に
配
付
し

ま
す
。
こ
の
寄
付
金
は
所
得
税
、
法
人
税
に

つ
い
て
税
法
上
の
優
遇
措
置
（
昭
和
四
十
年

大
蔵
省
告
示
第
一
五
四
号
）が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
は
、
受
入
計
画
額
一
四
〇
億

七
〇
〇
万
円
に
対
し
、
同
額
を
配
付
す
る
予

定
で
す
。

学
術
研
究
振
興
基
金
事
業

　

学
術
研
究
振
興
基
金
へ
の
寄
付
金
の

受
け
入
れ
と
学
術
研
究
振
興
資
金
の
交

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
立
学
校
の
学
術
研
究
に
直
接
必
要
な
資

金
を
交
付
す
る
た
め
、
学
術
研
究
振
興
基
金

に
広
く
一
般
か
ら
寄
付
金
を
受
け
入
れ
、
そ

の
基
金
を
運
用
し
、
運
用
益
を
学
術
研
究
振

興
資
金
と
し
て
学
術
研
究
の
た
め
の
設
備
の

取
得
費
、
維
持
費
、
そ
の
他
の
研
究
費
に
対

し
て
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
所
得
税
、
法
人
税
に
つ

い
て
税
法
上
の
優
遇
措
置
（
特
定
公
益
増
進

法
人
の
措
置
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
は
、
学
術
研
究
振
興
基
金
の

受
入
計
画
額
六
〇
〇
万
円
、
学
術
研
究
振
興

資
金
の
交
付
計
画
額
一
億
三
、
〇
〇
〇
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
末
に
お
け
る
学
術
研
究
振

興
基
金
の
保
有
額
は
、
五
三
億
八
、
六
六
二

万
円
で
す
。

経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業

　

学
校
法
人
自
身
で
経
営
上
の
問
題
点

の
早
期
発
見
を
可
能
と
す
る
た
め
の
方

策
や
、
学
校
法
人
が
自
ら
行
う
経
営
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び

経
営
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
蓄
積
し
、

私
立
学
校
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
必
要

な
情
報
を
迅
速
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

一 　

学
校
法
人
の
経
営
状
態
に
つ
い
て
、
経

営
判
断
指
標
等
に
よ
り
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
相
談
、

講
師
派
遣
、
面
談
、
電
話
な
ど
様
々
な
手

段
を
活
用
し
て
質
問
へ
の
回
答
、
事
例
の

紹
介
、
経
営
改
善
方
策
の
提
案
等
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
法
人
か
ら

の
相
談
内
容
が
専
門
的
知
見
を
要
す
る
場

合
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
・
公
認
会
計
士

等
の
外
部
有
識
者
の
助
力
を
得
て
対
応
し

ま
す
。

二 　

経
営
上
の
問
題
点
を
発
見
す
る
た
め
の

自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
見
直
し
と

充
実
を
図
り
ま
す
。

三 　

私
立
学
校
の
教
育
条
件
及
び
経
営
に
関

す
る
情
報
を
蓄
積
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
検
索
が
可

能
な
経
営
改
善
事
例
の
文
字
情
報
を
蓄
積

す
る
な
ど
、
情
報
収
集
・
提
供
機
能
を
改

善
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
私
学
事
業
団
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
等
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
説

明
を
積
極
的
に
行
い
、
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

四 　

情
報
収
集
・
調
査
結
果
を
研
究
・
分
析

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
刊
行
物

と
し
て
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
に
関
す
る
研
修
会
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
法
人
等
に
対
し
積
極
的
な

情
報
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

① 　

学
校
法
人
の
理
事
長
、
大
学
・
短
期
大

学
の
学
長
等
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
た

経
営
面
・
教
学
面
の
知
識
を
深
め
、
大
学

の
魅
力
向
上
の
た
め
の
改
革
に
向
け
た
意

欲
形
成
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
を
昨
年
に
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

② 　

私
立
大
学
等
の
職
員
を
対
象
に
人
材
養

成
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

③ 　

学
校
法
人
の
経
営
改
善
に
資
す
る
た
め
、

「
今
日
の
私
学
財
政
」、「
私
立
大
学
・
短
期

大
学
等
入
学
志
願
動
向
」
を
刊
行
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度

　
　
　
　

私
学
事
業
団
の
事
業
計
画
と
予
算



平成 2 4 年 6 月 1 日　第 1 7 4 号

7

　

共

済

業

務

私
学
共
済
制
度
の
構
成
員
と
標
準
給
与

　

二
十
四
年
度
の
共
済
業
務
に
お
け
る
各
事

業
の
基
礎
と
な
る
構
成
員
は
、
表
１
①
の
と

お
り
、
総
計
一
二
六
万
人
（
加
入
者
、
被
扶

養
者
及
び
年
金
受
給
者
）と
推
計
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
標
準
給
与
の
平
均
月
額
及
び
標
準

賞
与
の
平
均
年
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
１
②
・

③
の
と
お
り
推
計
し
ま
し
た
。

短
期
給
付
事
業

　

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
医
療
費
等
の
給

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

短
期
掛
金
率
の
う
ち
給
付
分
掛
金
率
は
、

前
年
度
と
同
率
の
百
分
の
六
・
五
二
に
据
え

置
き
、
介
護
分
掛
金
率
は
介
護
納
付
金
の
増

額
を
勘
案
し
て
百
分
の
一
・
〇
二
五
（
前
年

度
掛
金
率
は
百
分
の
〇
・
九
八
四
）
と
し
ま

し
た
。
こ
の
掛
金
率
を
も
と
に
推
計
し
た
掛

金
収
入
は
、前
年
度
に
比
べ
八
千
万
円（
〇
・

〇
四
％
）
の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

保
健
給
付
等
の
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
比
べ
六
億
円
（
〇
・
四
四
％
）
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
他
制
度
へ

の
拠
出
金
等
と
し
て
、
前
期
高
齢
者
納
付
金

三
一
六
億
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
四
八
一

億
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
介
護
納

付
金
一
八
五
億
円
等
を
見
込
み
、
図
１
の
と

お
り
の
収
支
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
掛
金
及
び
利
息
等
の
収
入

（
二
、
一
四
七
億
円
）
と
給
付
費
及
び
拠
出

金
等
の
支
出
（
二
、
四
五
三
億
円
）
と
の
収

支
差
三
〇
六
億
円
に
、
支
払
準
備
金
の
戻
入

と
繰
入
と
の
差
額
一
億
円
を
加
え
た
三
〇
七

億
円
が
当
期
総
損
失
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
支
払
準
備
金
は
、
当
該
事
業
年
度

に
お
け
る
短
期
給
付
請
求
総
額
の
十
二
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

長
期
給
付
事
業

　

退
職
後
の
生
活
の
柱
と
な
る
年
金
の

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

長
期
掛
金
率
は
、
二
十
一
年
度
に
行
っ
た

財
政
再
計
算
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
給
付
分

掛
金
率
を
百
分
の
一
三
・
二
九
二
（
都
道
府

県
か
ら
の
補
助
が
行
わ
れ
た
場
合
、
そ
の
分

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
長
期
賞
与
掛
金

表1　構成員・標準給与・標準賞与推計

区　　　分 ①構成員（人） ②標準給与の
平均月額（円）

③標準賞与の
平均年額（円）

合計加入者 526,208 372,945 1,337,069 

（短期加入者） （522,964） （372,292） （1,331,689）

（長期加入者） （500,549） （362,290） （1,256,421）

被 扶 養 者 344,076 － －

年金受給者 391,451 － －

総　　　計 1,261,735 － －

掛金
（2,144）

給付費
（1,339）

収入
（2,258）

支出
（2,565）

拠出金等
（1,114）

支払準備金繰入（112）
当期総損失（307）

補助金・利息等（3）

前年度
支払準備金戻入（111）

図１　短期給付事業の予算収支（単位：億円）

図２　長期給付事業の予算収支（単位：億円）

掛金
（3,650）

収入
（5,444）

支出
（5,807）

給付費
（2,988）

基礎年金
拠出金等
（2,819）

補助金・受入金
（865）

当期総損失（363）利息等（870）

基礎年金交付金
（59）
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に
対
す
る
補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
年
度
掛

金
率
は
百
分
の
一
二
・
九
三
八
）
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ
の
掛
金
率
を
も
と
に
推
計
し
た

掛
金
収
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
〇
三
億
円

（
二
・
九
三
％
）の
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
庫
補
助
金
は
、
基
礎
年
金
拠
出
金
の
三

六
・
五
％
相
当
額
な
ど
総
額
七
九
四
億
円
が

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

給
付
費
に
つ
い
て
は
、
二
十
四
年
度
の
年

金
額
が
二
十
四
年
四
月（
六
月
定
期
支
給
期
）

か
ら
〇
・
三
％
、
同
年
十
月
（
十
二
月
定
期

支
給
期
）
か
ら
〇
・
九
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
引

き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
見
込
み
、
前
年
度
に

比
べ
四
億
円
（
〇
・
一
四
％
）
の
減
少
と
な

る
見
込
み
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
基
礎
年
金

拠
出
金
二
、
一
三
五
億
円
、
年
金
保
険
者
拠

出
金
六
八
三
億
円
等
を
見
込
み
、
図
２
の
と

お
り
の
収
支
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

掛
金
、
交
付
金
、
補
助
金
・
受
入
金
及
び

利
息
等
の
収
入
（
五
、
四
四
四
億
円
）
と
、

給
付
費
及
び
基
礎
年
金
拠
出
金
等
の
支
出

（
五
、
八
〇
七
億
円
）
と
の
収
支
差
三
六
三

億
円
が
当
期
総
損
失
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
二
十
四
年
度
末
の
保
有
資
産
は
、

三
兆
三
、七
四
二
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

保
健
事
業

　

特
定
健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ
ク
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
費
用
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

福
祉
事
業
推
進
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、

二
十
四
年
度
も
前
年
度
と
同
様
に
掛
金
率
百

分
の
〇
・
二
五
に
よ
る
掛
金
収
入
と
、
今
年

度
か
ら
新
た
に
、
貯
金
事
業
（
積
立
共
済
年

金
事
業
及
び
共
済
定
期
保
険
事
業
）
の
積
立

金
を
福
祉
事
業
内
で
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
貯
金
経
理
か
ら
の
受
入
金

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
康
診

査
等
事
業
に
対
し
国
庫
補
助
金
二
億
七
、
〇

〇
〇
万
円
が
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
用
補
助
等
の
保
健
事

業
に
か
か
る
費
用
と
し
て
二
七
億
円
、
特
定

健
康
診
査
等
の
事
業
に
か
か
る
費
用
と
し
て

一
三
億
円
、
ま
た
、
医
療
事
業
及
び
宿
泊
事

業
へ
の
繰
入
金
と
し
て
三
六
億
円
を
見
込

み
、
図
３
の
と
お
り
の
収
支
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

医
療
事
業

　

総
合
健
診
を
行
う
健
康
医
学
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
た
直
営
病
院
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
臨
海
病
院
の
運
営
に
伴
う
事
業
収

入
・
支
出
及
び
保
健
経
理
か
ら
の
受
入
金
を

見
込
み
、
図
３
の
と
お
り
の
収
支
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

宿
泊
事
業

　

旅
行
・
出
張
、
会
議
・
宴
会
、
婚
礼

等
に
利
用
す
る
会
館
、
宿
泊
所
及
び
保

養
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
事
業
収
入
・
支
出
、
設
備
整

備
計
画
及
び
保
健
経
理
か
ら
の
受
入
金
を
見

込
み
、
図
３
の
と
お
り
の
収
支
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

257398

127

120

125

86

120

83

20

宿泊
経理

貸付
経理

貯金
経理

保健
経理

医療
経理

20

図３　福祉事業の事業経理別予算収支（単位：億円）

収入 支出

当期総損失
（3）

当期
総利益（2）

当期総損失
0.7含む

 当期総利益

当期総利益
0.9含む

貯
金
事
業

　

財
産
形
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貯
金
事
業
の
収
支
は
、
図
３
の
と
お
り
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
積
立
貯
金
、

積
立
共
済
年
金
、
共
済
定
期
保
険
及
び
ア
イ

リ
ス
プ
ラ
ン
の
各
事
業
を
総
括
し
た
も
の
で

す
。

　

二
十
四
年
度
末
の
加
入
者
貯
金
残
高
は
、

九
、
二
七
二
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

貸
付
事
業

　

結
婚
・
教
育
・
住
宅
等
の
資
金
の
貸

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
の
貸
付
額
は
、
加
入
者
貸
付

一
一
八
億
円
を
見
込
み
、
図
３
の
と
お
り
の

収
支
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
事
務
費
な
ど

　

短
期
・
長
期
給
付
事
業
の
事
務
を
行
う
費

用
は
、
事
務
費
分
掛
金
率
百
分
の
〇
・
一
一

に
よ
る
掛
金
収
入
と
国
庫
補
助
金
二
億
九
、

〇
〇
〇
万
円
を
主
た
る
財
源
と
し
て
い
ま

す
。



平成 2 4 年 6 月 1 日　第 1 7 4 号

9

　

文
部
科
学
省
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
教
訓
・
課
題
等
を
踏
ま
え
、
急
務
と
な
っ

て
い
る
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
防
災
機

能
強
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
総
合
的
な

支
援
策
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

こ
の
た
び
「
私
立
学
校
施
設
防
災
機
能
強
化

集
中
支
援
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま
と
め
、
推
進

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
文
部
科
学
大
臣
所

轄
学
校
法
人
理
事
長
及
び
各
都
道
府
県
知
事

宛
、
平
成
二
十
四
年
一
月
十
九
日
付
け
二
三

文
科
高
第
八
九
四
号
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

通
知
）。

　

本
プ
ラ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
学
生
が

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
私
立
学
校
施
設
の
防

災
機
能
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
三
つ
の
柱

に
よ
る
総
合
的
な
支
援
策
を
継
続
的
に
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一 　

平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
・

　

 

二
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
防
災
機
能

強
化
支
援
策
の
基
盤
を
大
幅
拡
充
へ

　

子
ど
も
た
ち
や
学
生
の
一
層
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
私
立
学
校
施
設
の

防
災
機
能
強
化
関
連
予
算
に
つ
い
て
、
二
十

三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
と
し
て
一
五
〇
億

円
、
二
十
四
年
度
予
算
と
し
て
は
対
前
年
度

当
初
予
算
比
二
・
四
倍
と
な
る
一
二
五
億
円

を
計
上
す
る
な
ど
、
予
算
の
大
幅
拡
充
を

図
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
制
度
内
容
に
つ
い

て
も
、
私
立
学
校
や
私
学
団
体
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
要
望
も
踏
ま
え
、
年
々
、
充
実
し
て

き
て
い
ま
す
。

『
制
度
の
変
遷
』

平
成
十
九
年
度
ま
で
の
措
置

　

①
学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業

　

 　

耐
震
性
能
の
劣
る
施
設
の
Is
値
を
〇
・
七

以
上
に
引
き
上
げ
る
工
事
に
対
す
る
支
援

　
《
大
学
・
短
大
・
高
専
》

　
　
　

事
業
経
費　

一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

　
《
幼
稚
園
〜
高
等
学
校
》

　
　
　

事
業
経
費　
　
　

四
〇
〇
万
円
以
上

　

② 

危
険
建
物
等
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
利

子
助
成
制
度

平
成
二
十
年
度
補
正
予
算
か
ら
の
措
置

　

③ 

幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
の
特
に
耐
震
性

能
の
劣
る
（
Is
値
〇
・
三
未
満
）
施
設

の
補
助
率
を
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一

に
引
き
上
げ

私
立
学
校
施
設
防
災
機
能
強
化
集
中
支
援
プ
ラ
ン

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
か
ら
の
措
置

　

④ 

危
険
建
物
等
の
改
築
に
対
す
る
利
子
助

成
制
度
に
お
け
る
実
質
利
率
を
引
き
下
げ

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
か
ら
の
措
置

　

⑤ 

附
属
病
院
の
建
て
替
え
事
業
に
対
す
る

利
子
助
成
制
度
の
創
設

平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
か
ら
の

措
置

　

⑥ 

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
へ
の
補
助
の

創
設

　

⑦ 

新
た
な
防
災
機
能
強
化
事
業
へ
の
補
助

の
創
設

　

⑧ 

二
十
七
年
度
ま
で
に
着
工
す
る
耐
震
改
築

事
業
に
対
す
る
長
期
低
利
融
資
の
創
設

　

⑨ 

専
修
学
校
の
防
災
機
能
強
化
事
業
へ
の

補
助
の
創
設

平
成
二
十
四
年
度
予
算

　

• 

二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
る

措
置
を
継
続

二 　

学
校
設
置
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
よ
り
柔
軟
な
申
請
が
で
き
る
制

度
へ

㈠　

学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業

　

• 

耐
震
性
能
の
劣
る
施
設
の
Is
値
を
〇
・

七
以
上
に
引
き
上
げ
る
工
事

　

• 

非
構
造
部
材
（
天
井
材
等
）
の
耐
震
対

策
工
事

　

• 

耐
震
補
強
工
事
に
関
連
し
て
実
施
す
る

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
、
防
災
機
能

強
化
又
は
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
導
入

を
一
体
事
業
と
し
て
補
助

㈡　

防
災
機
能
強
化
事
業

　

• 

備
蓄
倉
庫
等
の
設
置
、
避
難
経
路
の
確

保
、
屋
外
防
災
施
設
の
整
備　

な
ど

㈢ 　

耐
震
改
築
事
業
に
対
す
る
長
期
低
利
融

資
の
創
設

（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
が
実
施
）

貸
付
期
間

　

 

二
十
年
間
（
二
十
七
年
度
ま
で
に
着
工
す

る
耐
震
改
築
事
業
が
対
象
）

貸
付
金
利

　
《
小
学
校 

〜 

大
学
》

　
　

一
〜　

三
年
目　

無
利
子

　
　

四
〜
二
十
年
目　

〇
・
五
％

　
《
専
修
・
各
種
学
校
》

　
　

 

通
常
の
事
業
団
一
般
施
設
費
貸
付
金

利
マ
イ
ナ
ス
〇
・
五
％

三 　

急
務
と
な
っ
て
い
る
耐
震
化
率
向

上
等
の
た
め
、
継
続
的
な
支
援
へ

　

今
次
の
事
業
基
盤
充
実
を
機
に
、
私
立
学

校
施
設
の
防
災
機
能
強
化
へ
の
支
援
を
当

面
、
五
年
間
を
目
途
に
集
中
的
に
進
め
、
耐

震
化
の
進
行
速
度
を
速
め
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
の
耐
震
化
完
了
を
目
指
す
こ
と
と
し
、

継
続
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。



平成 2 4 年 6 月 1 日　第 1 7 4 号

10

　

私
立
学
校
施
設
の
整
備
は
、
私
学
の
自
主

性
の
尊
重
の
も
と
に
、
設
置
者
の
皆
さ
ま
の

ご
判
断
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
子
ど

も
た
ち
、
学
生
が
安
全
に
学
べ
る
環
境
を
整

備
し
よ
う
と
す
る
、
ど
の
私
立
学
校
の
取
り

組
み
に
も
支
援
で
き
る
よ
う
施
策
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
プ
ラ
ン
の
内
容
は
、
今
後
、
予

算
措
置
の
内
容
等
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
随
時

改
訂
す
る
と
と
も
に
、進
捗
状
況
を
評
価
し
、

必
要
な
見
直
し
を
加
え
つ
つ
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
私
立
学
校
や
私

学
団
体
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
本
プ
ラ
ン
の
普

及
、
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
防
災
機
能
強
化
は

も
と
よ
り
、
研
究
教
育
基
盤
の
整
備
の
観
点

か
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
私
立
学
校
施
設
の

環
境
整
備
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹇
留
意
事
項
等
﹈

一 　

Is
値
と
は
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
評
価

す
る
指
標
で
あ
り
、
Is
値
が
大
き
い
ほ
ど

耐
震
性
能
が
高
く
な
り
ま
す
。

二 　

非
構
造
部
材
と
は
、
天
井
材
、
外
壁

（
外
装
材
）、
内
壁
（
内
装
材
）
の
よ
う
な
、

構
造
体
以
外
の
部
材
を
指
し
、
落
下
の
危

険
性
の
あ
る
放
送
機
器
や
照
明
器
具
、
天

吊
り
型
の
テ
レ
ビ
、
窓
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス

ブ
ロ
ッ
ク
、転
倒
の
危
険
性
の
あ
る
書
架
・

書
棚
等
を
含
め
ま
す
。

三 　

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
工
事
を
単
体

で
申
請
す
る
場
合
、
一
〇
〇
平
米
以
上
の

部
屋
（
特
別
講
義
室
や
大
講
義
室
、
体
育

館
、
講
堂
な
ど
）
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

対
策
工
事
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
（
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
面
積
要
件
は
な
く
単

体
で
申
請
で
き
ま
す
）。

　

 　

こ
の
場
合
、
大
学
・
短
大
・
高
専
・
幼

稚
園
に
あ
っ
て
は
、
事
業
経
費
三
〇
〇
万

円
以
上
の
も
の
が
補
助
対
象
で
す
。

　
 　

な
お
、
一
〇
〇
平
米
未
満
の
部
屋
に
つ

い
て
は
、
耐
震
改
修
と
一
体
で
行
う
工
事

の
み
が
申
請
対
象
で
す
（
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
面
積
要
件
は
な
く
単
体
で
申
請
で

き
ま
す
）。

四 　

耐
震
改
修
と
一
体
で
行
う
場
合
に
対
象
と

な
る
防
災
機
能
強
化
の
具
体
的
な
整
備
例

　

① 

備
蓄
倉
庫
及
び
防
災
倉
庫
設
置
の
た
め

の
既
存
校
舎
の
改
修
工
事

　

② 

外
階
段
や
避
難
経
路
の
設
置
、
通
路
や

出
入
り
口
等
の
拡
幅
の
た
め
の
改
修
・

改
造
工
事
、
避
難
時
の
安
全
確
保
の
た

め
の
フ
ェ
ン
ス
の
設
置

　

③ 

既
設
施
設
へ
の
屋
外
便
所
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
工
事

　

④ 

防
火
水
槽
、
耐
震
性
貯
水
槽
、
防
災
井

戸
の
設
置
工
事

　

⑤ 

自
家
発
電
設
備
等
の
設
置
工
事
（
耐
震

改
修
と
一
体
で
行
う
工
事
の
み
）

五 　

防
災
機
能
強
化
事
業
を
単
体
で
申
請
す

る
場
合
、
補
助
対
象
は
上
記
四
の
①
〜
④

ま
で
の
工
事
と
な
る
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
大
学
・
短
大
・
高
専
は
、

事
業
経
費
三
〇
〇
万
円
以
上
の
も
の
が
補

助
対
象
で
す
。

六 　

学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
補
助
対

象
と
し
て
申
請
可
能
で
す
。

　

① 

耐
震
補
強
工
事
を
申
請
す
る
際
に
は

前
々
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
経
費

も
併
せ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

 

詳
細
は
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

 （
大
学
・
短
大
・
高
専 http://w

w
w
.

m
ext.go.jp/a_m

enu/koutou/shin
kou/07021403/002/002/1266937.
htm

）

　

② 

管
理
部
門
を
含
む
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
、
教
育
研
究
に
資
す
る
部
分
の
面

積
割
合
が
二
分
の
一
以
上
で
あ
れ
ば
施

設
全
体
を
補
助
対
象
と
し
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

③ 

大
規
模
施
設
の
耐
震
化
を
複
数
年
度
に

分
割
し
て
行
う
「
分
割
耐
震
化
工
事
」

に
つ
い
て
、
初
年
度
に
当
該
分
割
耐
震

化
工
事
の
全
体
計
画
及
び
年
度
計
画
を

併
せ
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

 

な
お
、
全
体
計
画
及
び
年
度
計
画
の
確

認
後
は
、
年
度
計
画
に
基
づ
き
、
当
該

年
度
に
改
め
て
申
請
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

七 　

専
修
学
校
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
工

事
及
び
耐
震
補
強
工
事
に
関
連
し
て
実
施

す
る
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
工
事
が
補

助
対
象
で
す
。

　
《
専
門
課
程
》

　
　
　

事
業
経
費　

一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

　
《
高
等
課
程
》

　
　
　

事
業
経
費　
　
　

四
〇
〇
万
円
以
上

補
助
率

　
《
専
門
課
程
》
二
分
の
一
以
内

　
《
高
等
課
程
》
三
分
の
一
以
内

　
（
Is
値
〇
・
三
未
満
は
二
分
の
一
以
内
）

◆
「
私
立
学
校
施
設
防
災
機
能
強
化
集
中
支

援
プ
ラ
ン
」

　

本
プ
ラ
ン
の
詳
細
及
び
各
学
校
種
の
補
助

制
度
毎
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て
は
文

部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ

い
。

http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m

enu/
koutou/shinkou/07021403/002/1318209.
htm【

問
い
合
わ
せ
窓
口
】

　

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部

　

私
学
助
成
課
助
成
第
二
係

　

☎
〇
三（
五
二
五
三
）四
一
一
一（
代
表
）

　
（
内
線
二
七
七
四
）
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助
成
業
務

　

理
事
長
や
学
長
等
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
経
営
面
・
教
学
面
の
知
識
を
深
め
、

経
営
情
報
や
問
題
意
識
を
共
有
化
し
、
大
学

の
魅
力
向
上
の
た
め
の
改
革
に
向
け
た
意
欲

形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
引
き
続

き
、「
第
三
回
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
校
法
人
ご
と
の
財

務
状
況
の
分
析
を
基
に
、
問
題
点
の
把
握
、

今
後
の
対
応
策
の
検
討
を
本
事
業
団
職
員
と

と
も
に
行
う
個
別
法
人
分
析
会
を
開
催
し
、

さ
ら
に
、
経
営
改
革
に
関
す
る
具
体
的
・
専

門
的
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
本
事
業
団
の

「
専
門
家
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ
れ
た
弁

護
士
・
公
認
会
計
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・

再
生
専
門
家
・
教
学
専
門
家
に
よ
る
個
別
相

談
会
も
同
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

理
事
長
・
学
長
等
学
校
法
人
の
経
営
に
責

任
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
時
期
等

○
対　

象

　

大
学
及
び
短
期
大
学
法
人
等
の
理
事
長

　
（
理
事
）
若
し
く
は
学
長
（
副
学
長
）

○
定　

員

　

各
会
場
二
〇
法
人
を
選
定

○
会
場･

実
施
時
期

　

①
京
都
会
場
（
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　
　
　

日
時　

十
月
三
日（
水
）〜
四
日（
木
）

　
　
　

対
象　

学
長
（
副
学
長
）

　

②
大
阪
会
場
（
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　
　
　

日
時　

十
月
二
十
四
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

二
十
五
日
（
木
）

　
　
　

対
象　

理
事
長
（
理
事
）

私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

　

③
東
京
会
場
Ⅰ（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　
　
　

日
時　

十
一
月
七
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

八
日
（
木
）

　
　
　

対
象　

学
長
（
副
学
長
）

　

④
福
岡
会
場
（
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　
　
　

日
時　

十
一
月
二
十
八
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

二
十
九
日
（
木
）

　
　
　

対
象　

理
事
長
（
理
事
）
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　

学
長
（
副
学
長
）

　

⑤
東
京
会
場
Ⅱ（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

　
　
　

日
時　

十
二
月
十
七
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

十
八
日
（
火
）

　
　
　

対
象　

理
事
長
（
理
事
）

○
申
込
締
切
日　

六
月
十
五
日
（
金
）

【プログラム】
１日目（テーマ：一日で財務の見方を習得し、自法人の状況を把握する）
時　間 研 修 内 容 等

10：10～11：30 講演「学校経営入門講座（学校法人会計基準）」
　1．消費収支計算書、資金収支計算書から収入と支出の構成
　2．貸借対照表から資産と負債のバランス

12：30～13：50 講演「学校経営入門講座（財務分析）」
　1．財務三表を用いた財務分析手法
　2．財務分析結果の評価手法

13：50～14：50 講演「学校経営入門講座（私学経営）」
　私立大学の現状と取り巻く状況

15：00～17：00
　　　　

個別法人分析会（各学校法人約60分）
　 学校法人ごとにブースに分かれ、財務状況等の分析と相談を
私学経営情報センター職員とともに実施
専門家相談会（希望する法人のみ）

17：00～18：30 意見交換会
　他の学校法人や講師等との親睦を深める

２日目（テーマ：教学改革など大学の魅力向上に向けたマインド形成）
時　間 研 修 内 容 等

10：10～11：30 講演①「私学に求められるもの」
　 学校法人のガバナンス、大学における人材養成等、今、私学
に求められている課題

12：30～13：50 講演②「大学の魅力向上に向けて」
　 大学の魅力向上に向け、初年次教育やアクティブ・ラーニン
グ等の取組み事例

14：00～16：00 シンポジウム
　 大学の魅力向上のための経営改革や教学改革に向けて、問題
意識の共有と今後の方向を参加者と講師等によるプレゼン
テーションと討議

第
三
回 第

三
回　

私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
・

第
一
回　

私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

近
年
、
少
子
化
や
経
済
情
勢
等
の
影
響
を
受
け
、
私
立
学
校
の
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
学
校
法
人
に
お
い
て
は
、
安
定
的
な
財
政
基

盤
の
確
保
や
教
育
研
究
の
質
の
向
上
等
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
運
営
と
教
学
が
一

体
と
な
っ
て
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
学
事
業
団
で
は
、
理
事
長
や
学
長
等
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
私
学
リ
ー

ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と
、
将
来
、
学
校
運
営
の
中
核
を
担
う
若
手
職
員
を
対
象
と
し
た
私
学
ス
タ
ッ

フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四･

七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp
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大
学
を
め
ぐ
る
課
題
が
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
中
、

私
立
大
学
等
の
職
員
は
、
教
育
研
究
の
質
の
向
上
や
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
う
え
で
、
特
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
教
職
協
働
の
観
点
か
ら
も
職
員
の
能
力

開
発
は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
将
来
、
学
校
運
営
の
中
核
を
担

う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
学
校
法
人
経
営
や
高
等
教
育

政
策
の
課
題
に
つ
い
て
、
広
範
な
知
識
と
柔
軟
な
思
考

力
の
習
得
の
た
め
の
双
方
向
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
実
践
的
な
研
修
を
実
施
し
、
魅
力
向
上
を
目
指

す
大
学
改
革
に
向
け
た
意
欲
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、「
第
一
回
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
時
期
等

○
対　

象

　

二
十
五
歳
〜
三
十
五
歳
の
大
学
及
び
短
期
大
学
職
員

○
定　

員

　

各
法
人
一
名
と
し
、
二
○
法
人
を
選
定

○
会　

場

　

葉
山
保
養
所　

相
洋
閣

　
（
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
下
山
口
二
〇
四
〇
‐
一
）

○
実
施
時
期

　

九
月
十
九
日
（
水
）
〜
二
十
一
日
（
金
）

○
申
込
締
切
日　

六
月
八
日
（
金
）

【講師予定】
会場名 講演①「私学に求められるもの」

京  都

篠田　道夫
　 （㈻日本福祉大学常任理事、文部科学省中央教育審議会大学分科会
大学教育部会委員）

「大学戦略経営論　～教学経営の確立を目指して～」
山田　礼子
　 （同志社大学社会学部教授、文部科学省中央教育審議会大学分科会
大学教育部会委員）

「学士課程教育の質保証へむけて」

大  阪

納谷　廣美
　 （㈳大学基準協会会長、前明治大学学長、文部科学省中央教育審議
会大学分科会大学教育部会委員）

「明治大学の挑戦」

東京Ⅰ

老川　祥一
　 （㈱読売新聞グループ本社取締役最高顧問、前(株)読売新聞東京本
社代表取締役社長編集主幹）

「企業人・新聞人から見た日本の大学」

福  岡

大坪　檀
　 （静岡産業大学総合研究所所長、前静岡産業大学学長、元米国ブリ
ヂストンタイヤ代表責任者）

「地域が求める私立大学」

東京Ⅱ

北山　禎介
　 （㈳経済同友会教育問題委員会委員長、㈱三井住友銀行取締役会長、
文部科学省中央教育審議会大学分科会委員）

「私立大学におけるガバナンス改革　～高等教育の質の向上を目指して～」
黒田　壽二
　 （金沢工業大学学園長・総長、文部科学省中央教育審議会大学分科
会委員）

「学校法人が果たす役割と責務　～理事長の心得～」

会場名 講演②「大学の魅力向上に向けて」

京　都
日向野　幹也
　（立教大学経営学部教授・リーダーシップ研究所所長）
「教員・上級生SA・受講生で学び合うリーダーシッププログラム」

大　阪
外村　幸雄 
　（中央大学キャリアセンター部長）
「集大成としてのキャリア支援」

東京Ⅰ

鈴木　典比古
　 （㈳大学基準協会専務理事、前国際基督教大学学長、文部科学省中
央教育審議会大学分科会大学教育部会委員）

「学士課程教育の質的転換　～ナンバリングによる教育課程の体系化～」

福　岡

羽根　拓也
　（㈱アクティブラーニング代表取締役社長）
「学生の成長する力を育成するアクティブラーニング」
森　朋子
　（（国）島根大学准教授）
「協働型FDによる教育改善の推進　～教育改革マネジメントの新し
い形～」

東京Ⅱ

濱名　篤
　 （㈻濱名学院理事長、関西国際大学学長、文部科学省中央教育審議
会大学分科会大学教育部会委員）

「ハイ・インパクト・プラクティスの導入から始まる質保証」

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
八･

七
八
四
九

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

【プログラム】

１日目〔9/19（水）〕

時　間 研 修 内 容 等
12：15～ 受付・オリエンテーション等
13：00～14：20 講演「学校法人会計の理解」
14：30～15：50 講演「財務分析詳解」
16：00～17：20 講演「私学の経営環境」
19：30～21：30 グループワーク（財務分析演習）

２日目〔9/20（木）〕

時　間 研 修 内 容 等
 8：10～10：10 グループワーク（財務分析結果発表）

10：20～12：00
講演「中央教育審議会の動向」
（文部科学省高等教育局企画官・高等
教育政策室長　合田　哲雄）

13：00～14：40
講演「私立学校法解説」
（文部科学省高等教育局私学部参事官
付私学経営支援企画室長　松坂　浩
史）

15：00～16：40
講演「私学行政概要」
（文部科学省高等教育局私学部参事官
付学校法人調査官　三沼　仁）

17：00～ 懇親会

３日目〔9/21（金）〕

時　間 研 修 内 容 等

 8：00～ 9：40 講演「大学教育の課題」（関西国際大学学長　濱名　篤）

10：00～11：40 講演「大学職員の心得」（松本大学事務局長　小倉　宗彦）
13：00～15：00 私学スタッフセミナー修了証書授与

私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回



平成 2 4 年 6 月 1 日　第 1 7 4 号

13

助
成
業
務

　

横
浜
英
和
小
学
校
は
、
学
校
法
人
横
浜
英

和
学
院
（
横
浜
市
南
区
蒔
田
町
）
が
運
営
す

る
、歴
史
を
誇
る
共
学
の
私
立
小
学
校
で
す
。

　

一
八
八
○
年
、ア
メ
リ
カ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
・

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
宣
教
師
、Ｈ
・
Ｇ
・

ブ
リ
テ
ン
女
史
が
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
た
め
、
横
浜
の
山
手
に
創
立
し
た
ブ

リ
テ
ン
女
学
校
を
前
身
と
し
、
横
浜
英
和
女

学
校
付
属
幼
年
学
校
（
小
学
校
）
と
し
て
一

九
○
○
年
に
正
式
の
許
認
可
を
受
け
た
、
神

奈
川
県
で
最
も
古
い
小
学
校
で
す
。

　
「
心
を
清
め
、
人
に
仕
え
よ
」
こ
れ
は
横

浜
英
和
学
院
が
、
校
訓
と
し
て
一
貫
し
て
守

り
続
け
て
い
る
建
学
の
精
神
で
す
。そ
こ
で
、

こ
の
建
学
の
精
神
を
大
切
に
し
て
、「
心
を

育
む
キ
リ
ス
ト
教
教
育
」
を
日
々
実
践
し
て

い
る
横
浜
英
和
小
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

心
を
育
む
キ
リ
ス
ト
教
教
育

　

本
校
は
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
て
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
学
ぶ
基
礎
・
基
本

の
学
習
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
は
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
同
時
に
、
聖
書
の
教
え

に
あ
る
「
心
を
清
め
、
人
に
仕
え
る
」
こ
と

の
で
き
る
人
間
の
形
成
も
目
指
し
て
い
ま

す
。「
一
人
ひ
と
り
は
か
け
が
え
の
な
い
存

在
と
し
て
、
命
と
賜
物
を
神
様
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
」
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
大
人
に

な
っ
て
も
人
を
愛
し
、
人
と
共
に
生
き
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

横
浜
英
和
小
学
校
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
本
校
の
「
心
を
育
む
教
育
」

は
、
主
に
次
の
よ
う
な
十
の
項
目
で
具
体
的

に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

一　

宗
教
教
育

　

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
本
校
の
学
校
生
活
は
、
祈
り
で
始
ま

り
、
祈
り
で
終
わ
る
毎
日
で
す
。

　

全
校
・
高
学
年
・
低
学
年
・
学
級
と
形
態

心
を
育
む
キ
リ
ス
ト
教
教
育
で
魅
力
づ
く
り

横
浜
英
和
小
学
校
校
長　

上
戸 

秀
夫

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 ⑫

は
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
朝
礼
拝
を
守
り
、
心

を
合
わ
せ
て
讃
美
歌
を
歌
い
、
聖
書
の
み
こ

4

4

と
ば
4

4

に
心
を
傾
け
、
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
学
年
、
週
に
一
時
間
、
聖
書
の
学

習
を
し
て
い
ま
す
。

二　

奉
仕
活
動
と
心
の
教
育

　

本
校
で
は
、
奉
仕
活
動
を
具
体
的
な
働
き

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
行
う
「
こ
ど
も
の
日
・
花
の
日
」

に
は
特
別
礼
拝
を
守
り
、
近
隣
の
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め

て
お
花
を
届
け
ま
す
。「
収
穫
感
謝
」
の
礼

拝
に
は
、日
々
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
し
て
、

く
だ
も
の
・
野
菜
・
お
米
を
持
ち
寄
り
、
恵

み
を
分
か
ち
合
う
と
同
時
に
、
礼
拝
後
、
老

人
ホ
ー
ム
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
も
う
一
人
の
友
だ
ち
の
た
め
に
」

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
、
月
一
回

「
パ
ン
と
牛
乳
の
日
」
を
定
め
、
給
食
を
パ
ン

と
牛
乳
の
み
に
し
、
そ
の
日
の
副
食
代
を
「
日

本
国
際
飢
餓
対
策
機
構
世
界
里
親
会
」
を
通

じ
て
、ウ
ガ
ン
ダ・カ
ン
ボ
ジ
ア・フ
ィ
リ
ピ
ン・

ボ
リ
ビ
ア
な
ど
、
各
ク
ラ
ス
一
人
、
全
校
で

一
六
人
の
里
子
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
「
パ
ン
と
牛
乳
の
日
」
は
も
う
二
十
年
以

上
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
献
金
を
集

め
た
り
、
古
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
・
空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
な

ど
を
集
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
・
車
椅
子
な
ど
の

購
入
の
た
め
に
役
立
て
、
苦
し
ん
で
い
る
人
、

困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
「
今
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
」
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

三　

個
を
大
切
に
す
る
教
育

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
子
ら

し
く
豊
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
英
和
小
学

校
で
は
、
一
ク
ラ
ス
三
三
名
の
少
人
数
の
ク

ラ
ス
編
成
を
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

算
数
の
基
礎
学
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
る

た
め
、週
二
回
は
複
数
の
教
師
で
指
導
を
し
、

そ
の
ほ
か
、学
習
の
理
解
不
足
を
補
う
た
め
、

特
別
の
時
間
を
設
け
て
個
別
に
指
導
す
る
こ

と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
校
挙
げ
て
日
記
指
導
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
考

え
や
思
い
を
知
り
、
教
師
が
返
事
を
書
き
、

子
ど
も
と
の
密
な
心
の
つ
な
が
り
を
図
っ
て

い
ま
す
。
同
時
に
日
記
を
書
く
こ
と
で
、
自

分
の
考
え
を
文
章
に
表
し
、
表
現
能
力
を
高

め
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
面
で
は
、
一
年
生
か
ら
縄
跳
び
の
指

導
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
学
年
に
応
じ
た

検
定
を
受
け
、
そ
の
子
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で

技
を
磨
い
て
い
ま
す
。

四　

縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

一
人
っ
子
の
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
学
で
す
の
で
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く

り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
本
校
で
は
、
学
年
の
枠
を
超
え
て
、

縦
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
活
動
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

入
学
当
初
の
一
年
生
に
は
、
一
人
ひ
と
り

六
年
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
つ
き
、
片
付
け
や

着
替
え
の
仕
方
を
教
え
た
り
、
給
食
の
指
導

横浜英和小学校
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を
し
た
り
、
一
年
生
が
早
く
学
校
に
慣
れ
る

よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
一
年
生
は
パ
ー

ト
ナ
ー
の
六
年
生
と
仲
良
し
に
な
り
、
一
緒

に
遊
び
、
縄
跳
び
を
教
え
て
も
ら
い
、
楽
し

く
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
。
水
曜
日
の
お
弁

当
の
日
の
昼
休
み
に
は
、
全
校
生
徒
が
学
年

の
枠
を
超
え
て
、
先
生
も
交
え
て
校
庭
で
楽

し
く
遊
び
ま
す
。

　

そ
の
他
、
児
童
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
合
唱

隊
で
は
四
年
生
以
上
が
一
緒
に
活
動
し
、
英

和
小
学
校
の
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

五　

充
実
し
た
英
語
教
育

　

英
語
の
授
業
は
、
一
年
生
か
ら
、
日
本
人

教
師
と
外
国
人
教
師
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
行
わ
れ
ま
す
。ネ
イ
テ
ィ
ヴ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
英
語
を
耳
か
ら
覚
え
、
歌
を
歌
っ
た

り
、
チ
ャ
ン
ツ
（
英
語
の
リ
ズ
ム
を
覚
え
る

た
め
の
練
習
方
法
）
を
し
た
り
、
楽
し
み
な

が
ら
英
語
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。
高
学
年
に

な
る
と
学
内
の
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
、
自
分
か
ら
進
ん
で
児
童
英
検
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る

児
童
は
、
自
主
的
に
練
習
を
積
み
重
ね
、
夏

休
み
に
も
登
校
し
て
個
人
指
導
を
受
け
る
な

ど
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ･

コ

ン
テ
ス
ト
最
優
秀
者
は
、
全
校
集
会
で
そ
の

流
暢
な
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
英
和
学
院
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

フ
ァ
ン
・
ス
ク
ー
ル
、フ
ィ
ン
ト
ナ
・
ス
ク
ー

ル
と
姉
妹
校
提
携
を
し
、手
紙
の
や
り
と
り
、

作
品
の
交
換
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
留
学

生
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
姉
妹
校
の
高

校
生
が
来
校
し
た
時
は
、
小
学
生
と
の
交
流

も
実
施
し
ま
す
。

六　

男
子
児
童
へ
の
配
慮

　

中
学
校
・
高
等
学
校
が
女
子
校
で
あ
る
た

め
、
男
子
児
童
の
数
は
、
残
念
な
が
ら
現
在

少
数
で
す
。
そ
の
男
子
児
童
が
楽
し
く
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　

男
子
ス
ポ
ー
ツ
・
ク
ラ
ブ
を
特
設
し
、
二

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
男
子
児
童
が
一
緒

に
な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

四
年
生
に
な
る
と
、
男
子
保
護
者
を
対
象

に
進
学
説
明
会
を
行
い
、
今
後
の
進
学
指
導

に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
。
五
年
生
に
な
る

と
、
希
望
者
に
は
補
習
授
業
を
行
い
、
中
学

進
学
に
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
学
院
中
学
校
へ
の
推
薦
入
学

制
度
が
あ
り
、
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。

七　

保
護
者
と
の
連
携

　

小
学
校
教
育
で
は
、
学
校
と
家
庭
と
の
密

な
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
英
和

小
学
校
で
は
、
連
絡
帳
を
通
し
て
家
庭
と
の

連
絡
を
常
に
取
り
、
保
護
者
会
・
学
級
懇
談

会
・
保
護
者
個
人
面
談
な
ど
を
通
し
て
、
お

子
様
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
多

く
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
親
子
で
楽
し
む
プ
レ
ー
デ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
の
集
い
な
ど
を
設
け
、
保
護
者
の
学

校
行
事
へ
の
参
加
の
機
会
を
増
や
し
て
い
ま

す
。「
父
の
会
」
を
計
画
し
、
年
二
回
、
先

生
と
父
親
の
交
わ
り
の
機
会
を
設
け
、
教
育

へ
の
参
加
と
、
父
親
同
士
の
交
わ
り
の
時
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
教
育
を
学
校
任
せ
で
は
な

く
、
保
護
者
と
一
緒
に
、
開
か
れ
た
保
護
者

参
加
型
の
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

八　

安
全
管
理

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き
る

よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
校
時
は
学
校
に
到
着
し
た
こ
と
を
、
下

校
時
に
は
校
門
を
出
た
時
刻
を
メ
ー
ル
で
各

家
庭
に
配
信
し
、
校
門
は
登
校
時
・
下
校
時

し
か
開
門
せ
ず
、
登
下
校
時
に
は
警
備
員
が

門
前
に
立
ち
、
不
審
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

す
。
方
面
別
に
下
校
班
を
作
り
下
校
、
一
年

生
に
つ
い
て
は
、
担
任
が
最
寄
り
の
駅
ま
で

引
率
し
て
下
校
し
ま
す
。

九　

給
食

　

本
校
で
は
、
五
十
年
前
か
ら
、
英
和
学
院

の
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
、
学
校
給
食

を
続
け
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食
事
へ
の
感
謝

の
心
を
育
て
、
共
に
食
す
る
喜
び
、
会
食
す

る
食
事
の
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
好

き
嫌
い
を
せ
ず
食
事
が
で
き
る
よ
う
、
給
食

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十　

教
育
施
設

　

本
校
は
、
充
実
し
た
設
備
の
中
で
、
よ
り

良
い
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
、
一
人
一
台
が
設

置
さ
れ
、
専
門
の
パ
ソ
コ
ン
指
導
者
と
担
任

の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
指
導
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
室
は
電
算
化
さ
れ
、
貸
し
出

し
・
返
却
、
本
の
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
司
書
が
常
に
環
境

を
整
え
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
の
楽
し
み
を

味
わ
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
ら
し
さ
を
発

揮
し
、
楽
し
く
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活

を
送
り
、
身
も
心
も
豊
か
に
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
、
教
職
員
一
同
、
日
々
の
活
動
に
取

り
組
み
、
英
和
小
学
校
の
魅
力
を
創
り
出
す

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

上
戸　

秀
夫
（
か
ん
べ　

ひ
で
お
）

　

青
山
学
院
初
等
部
教
諭
・
教
頭
・
部

長
を
経
て
、
二
○
○
九
年
よ
り
横
浜
英

和
小
学
校
校
長

外国人教師による生きた英語教育
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平
成
二
十
四
年
度
の
特
定
健
康
診
査
及
び

特
定
保
健
指
導
を
下
表
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
か
ら
六
月
下
旬
に
、
案
内
書

（
実
施
要
領
等
）・
対
象
者
リ
ス
ト
等
を
学
校

法
人
等
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

の
う
え
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
加
入
者
の
特
定
健
康
診
査
】

　

学
校
法
人
等
が
学
校
保
健
安
全
法
（
労
働

安
全
衛
生
法
）
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
定
期

健
康
診
断
の
結
果
デ
ー
タ
を
活
用
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
の
受
診
も
れ
が

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
標
準
的
な
質
問
票
」
の
う
ち
、
必
須
項

目
（
服
薬
の
有
無
、
喫
煙
の
有
無
）
の
記
入

も
れ
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
認

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
被
扶
養
者
の
特
定
健
康
診
査
】

　

本
事
業
団
が
送
付
す
る
「
案
内
書
（
被
扶

養
者
向
け
）」
に
同
封
さ
れ
て
い
る
、「
特
定

健
康
診
査
受
診
券
」（
有
効
期
限
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
）
に
よ
り
、
指
定
健
診
機
関

で
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
案
内
書
（
被
扶
養
者
向
け
）」
が
学
校
法

人
等
に
届
い
た
際
に
は
、
加
入
者
を
経
由
し

て
、
対
象
者
（
被
扶
養
者
）
へ
の
配
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

被
扶
養
者
の
受
診
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
受
診
券
が
必
ず
被
扶
養
者
の
手
元
に
届

く
よ
う
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
提
出
方
法
の
お
願
い
】

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
は
、
で
き
る
だ
け
共
済

Ｈ
Ｐ
（
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
）
に
掲
載
し
て
い
る

「
健
診
結
果
提
出
用
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
デ
ー
タ
作

成
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能
」
の
入
力
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
利
用
及
び
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
の
ご
案
内
を
六
月
下
旬
に

学
校
法
人
等
へ
送
付
し
ま
す

平成24年度スケジュール

私学事業団 加入者･学校法人等
特定健康診査 特定保健指導

H24
／

6月

案内書・被扶養者の受診券（有効期限：平
成25年3月31日）・対象者リストの発送（6月
下旬ごろ）

学校法人等
定期健康診断結果データの提供、
案内書（被扶養者向け）配付 　

被扶養者等
受診券による健診・結果
データの提供 　

7月
　

24年度分健診結果データ
受け付けの都度、入力・階層化・登録

8月
　　健診結果・情報冊子の発送
　　※特定保健指導該当者には利用券
　　（有効期限：平成25年7月31日）を同封

特定保健指導利用開始

9月 　学校法人等からの健診結果
　データ提出期限（1回目）

10月
11月 　　○国へ23年度分特定健診等実績報告
12月

H25
／
1月

　 学校法人等からの健診結果データ提出
期限（2回目）（10月以降に定期健康診
断を実施する学校法人等）

2月
3月 　〔受診券の有効期限：平成25年3月31日〕
4月 ＜次年度＞

5月
　 学校法人等からの健診結果データ提出
期限（3回目）（2～3月に定期健康診断
を実施する学校法人等）

6月

7月
24年度特定保健指導の利用
（初回面接）受け付け終了
〔利用券の有効期限：平成25年7月31日〕

（
順
次
）

（
順
次
）

福
祉
部 

保
健
課

健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
出
期
間

　

平
成
二
十
四
年
七
月
〜
九
月
末
日

※ 

十
月
以
降
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施

す
る
学
校
法
人
等
の
提
出
期
限

　

二
十
五
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

※ 

二
〜
三
月
に
定
期
健
康
診
断
を
実
施

す
る
学
校
法
人
等
の
提
出
期
限

　

二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

　

保
健
指
導
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
、
健
診
結
果
は
、
対
象
者
全
員
分
が

揃
っ
て
か
ら
で
な
く
、整
っ
た
分
か
ら
、

順
次
送
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
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標
準
給
与
の
定
時
決
定
と
は

　

毎
年
七
月
一
日
現
在
で
学
校
法
人
等
に
使

用
さ
れ
て
い
る
加
入
者
に
つ
い
て
、
学
校
法

人
等
が
支
給
し
た
四
月
・
五
月
・
六
月
の
給

与
を
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
（
以
下
「
基
礎

届
書
」
と
い
い
ま
す
）」
で
報
告
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
平
均
給
与
額
に
基
づ
き
、
そ
の
年

の
九
月
か
ら
翌
年
の
八
月
ま
で
の
標
準
給
与

の
等
級
及
び
月
額
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
定

時
決
定
は
、
掛
金
及
び
給
付
金
等
の
算
定
基

礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

基
礎
届
書
の
対
象
者

①
対
象
と
な
る
加
入
者

・ 

資
格
取
得
日
が
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日

以
前
で
、
七
月
一
日
現
在
加
入
し
て
い
る

人
・ 

加
入
者
資
格
を
有
す
る
休
業
者
や
育
児
休

業
等
を
取
得
中
の
人
及
び
七
十
歳
以
上
の

人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
対
象
と
な
ら
な
い
加
入
者

・ 

二
十
四
年
六
月
一
日
以
後
に
資
格
を
取
得

し
た
人

・ 

二
十
四
年
七
月
に
標
準
給
与
の
月
額
が
改

定
に
な
る
人

通
知
文
と
基
礎
届
書
の
送
付

　

六
月
中
旬
に
「
基
礎
届
書
」
と
提
出
に
つ

い
て
の
通
知
文
を
学
校
法
人
等
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。

※ 

磁
気
媒
体
又
は
電
算
用
紙
に
よ
る
報
告
の

登
録
を
し
て
い
る
学
校
法
人
等
に
つ
い
て

は
「
基
礎
届
書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

※ 

共
済
Ｈ
Ｐ
（
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
磁

気
媒
体
で
の
申
請
）
か
ら
「
基
礎
届
書
」

を
磁
気
媒
体
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定
に

該
当
す
る
場
合

　

通
知
文
等
で
す
で
に
お
知
ら
せ
の
と
お

り
、
平
成
二
十
四
年
度
の
定
時
決
定
か
ら
、

下
表
の
三
つ
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
過
去
一
年
間
の
平
均
給
与
月
額
に
よ
っ

て
本
年
九
月
か
ら
の
標
準
給
与
の
等
級
及
び

月
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
（
年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決

定
）。

標
準
給
与
の
定
時
決
定

基
礎
届
書
の
提
出
期
限
は

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日
（
火
）
で
す

　

標
準
給
与
の
月
額
は
、
毎
月
納
付
す
る
掛
金
額
や
年
金
な
ど
の
給
付
金
の
計
算
の
も
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
実
際
に
受
け
て
い
る
給
与
月
額
と
の
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
毎

年
一
回
、「
定
時
決
定
」
に
よ
り
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
手
続
方
法
に
つ
い
て

　

年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定
の
要
件
に

該
当
し
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
、「
標

準
給
与
基
礎
届
書
」の
提
出
と
と
も
に
、「
保

険
者
決
定
（
年
間
給
与
の
平
均
額
で
算
定
）

の
申
立
書
」（
様
式
第
１
）
と
「
標
準
給
与

基
礎
届
・
保
険
者
決
定
申
立
に
係
る
例
年
の

状
況
、
標
準
給
与
の
月
額
比
較
及
び
加
入
者

の
同
意
書
」（
様
式
第
２
）
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
様
式
第
２
に
は
必
ず

本
人
の
署
名
・
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
算
用
紙
に
よ
る
届
出
の
場
合

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
学
校
法
人
等
で
独

自
に
作
成
し
て
い
る
基
礎
届
書
の
様
式
に
も

一
部
変
更
が
生
じ
ま
す
が
、
す
で
に
承
認
を

受
け
て
い
る
学
校
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
承
認
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
平
成
二
十
四
年
度
に
限
っ
て
は
旧
用
紙

で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定

を
希
望
す
る
人
に
つ
い
て
は
必
ず
新
用
紙
を

使
用
し
、
上
記
「
①
手
続
方
法
に
つ
い
て
」

の
と
お
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
新
し
い
基

礎
届
書
に
つ
い
て
は
共
済
Ｈ
Ｐ
（
様
式
用
紙

等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）。

③
磁
気
媒
体
に
よ
る
届
出
の
場
合

　

磁
気
媒
体
に
よ
り
基
礎
届
を
提
出
す
る
学

校
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
共
済
Ｈ
Ｐ
（
事
務

担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
磁
気
媒
体
で
の
申
請
）

か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定

を
希
望
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
様
式
第
１
の

申
立
書
及
び
様
式
第
２
の
同
意
書
を
書
面
に

よ
り
磁
気
媒
体
提
出
時
に
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

• 

平
均
額
を
算
出
す
る
際
に
出
る
、
一
円
未

満
の
端
数
に
つ
い
て
は
切
り
捨
て
と
な
り

ま
す
。

• 

共
済
Ｈ
Ｐ
（
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
お

知
ら
せ
）
に
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

要　

件

1． 当年４～６月の給与額を基に算出した給与月額が、前年
７月～当年６月の過去１年間の月平均給与額によって算
出した給与月額と比べて２等級以上の差があること。

2． この２等級以上の差が「業務の性質上例年発生すること」
（注1）が見込まれること。

3．加入者が同意していること。
（注１）「業務の性質上例年発生すること」とは、
•毎年４～６月が繁忙期にあたるため、４～６月までの期間中の
残業手当等が、他の期間と比べて多く支給されるなど、例年季
節的な給与変動の起こることが想定される場合

•単年度のみ等、業務の一時的な繁忙により給与が増加する場合
は対象外となります。

•給与変動が起こる部署を単位として対象とします。

標
準
給
与
の
月
額
は
年
金
や
傷
病
手
当

金
な
ど
、
加
入
者
が
受
け
る
保
険
給
付

の
額
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
ご
留

意
の
う
え
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

業
務
部 

資
格
課
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共
済
業
務

標
準
給
与
の
改
定
（
随
時
改
定
）

　

標
準
給
与
は
、
資
格
取
得
又
は
定
時
決
定

に
よ
っ
て
確
認
し
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
固
定

的
給
与
が
変
動
し
、
大
幅
な
給
与
の
増
減
が

あ
っ
た
場
合
は
「
標
準
給
与
改
定
届
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

１　

通
常
の
場
合

　

標
準
給
与
の
改
定
を
必
要
と
す
る
大
幅
な

増
減
と
は
、
現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標
準
給

与
の
月
額
に
比
べ
て
、
標
準
給
与
の
月
額
表

で
二
等
級
以
上
の
増
減
に
該
当
し
た
場
合
を

い
い
ま
す
。

２　

一
等
級
の
増
減
で
あ
っ
て
も
給
与
改
定

の
届
け
出
が
必
要
な
場
合

　

標
準
給
与
に
は
上
限
と
下
限
が
あ
り
、
昇

給
や
降
給
な
ど
に
よ
っ
て
給
与
が
大
き
く
変

動
し
て
も
二
等
級
以
上
の
差
が
生
じ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
標
準
給
与
が
第
四
十
二
級
の
加

入
者
の
場
合
は
、
第
四
十
三
級
が
上
限
で
あ

る
た
め
、
大
幅
な
給
与
の
増
加
が
あ
っ
た
と

し
て
も
二
等
級
以
上
の
差
が
生
じ
た
こ
と
に

な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
第
二
級
の
加
入
者

に
大
幅
な
給
与
の
減
少
が
あ
っ
た
場
合
に

も
、
第
一
級
が
標
準
給
与
の
下
限
で
あ
る
た

め
給
与
改
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
り
、

実
際
の
給
与
の
動
き
が
標
準
給
与
に
反
映
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
標
準
給

与
の
上
限
と
下
限
に
、
さ
ら
に
仮
定
の
等
級

と
し
て
第
四
十
四
級
の
「
一
二
四
万
五
、
〇

〇
〇
円
以
上
」、
第
〇
級
の
「
九
万
五
、
〇

〇
〇
円
未
満
」
を
設
定
し
ま
す
。
第
四
十
二

級
又
は
第
二
級
の
加
入
者
に
こ
の
仮
定
の
等

級
へ
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
、
大
幅
な
増

減
と
し
て
一
等
級
の
増
減
で
あ
っ
て
も
標
準

給
与
改
定
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆
届
け
出
の
方
法

　
「
標
準
給
与
改
定
届
書
」
に
、
増
減
し
た

月
か
ら
順
に
継
続
し
た
三
か
月
の
給
与
と
そ

の
平
均
額
を
記
入
し
、
改
定
月
（
変
動
し
た

月
か
ら
四
か
月
目
）
の
十
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
四
か
月
目
か
ら
標
準
給
与
の

月
額
及
び
掛
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

退
職
後
、
引
き
続
き
再
雇
用
さ
れ
た

場
合
の
標
準
給
与
の
改
定

　

退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
加
入

者
が
、
退
職
後
引
き
続
き
再
雇
用
さ
れ
、
次

の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
た
場
合
は
、

再
雇
用
月
よ
り
即
時
に
標
準
給
与
を
改
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
改
定
の
要
件

①
六
十
歳
以
上
の
退
職
共
済
年
金
受
給
権
者

② 

同
一
学
校
法
人
等
に
お
い
て
雇
用
契
約
上

い
っ
た
ん
退
職
し
、
一
日
の
空
白
も
な
く

引
き
続
き
再
雇
用
さ
れ
た
加
入
者

③ 

当
該
再
雇
用
時
に
お
い
て
、
現
に
確
認
さ

れ
て
い
る
標
準
給
与
の
月
額
と
比
べ
一
等

級
以
上
の
増
減
が
あ
る
こ
と

④
本
人
が
給
与
改
定
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

　

な
お
、
①
〜
④
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
上
記
標
準
給
与
の
改
定

（
随
時
改
定
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

◆
標
準
給
与
の
改
定
月

　

再
雇
用
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
給
与
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
月
を
算
定
基

礎
月
と
し
て
、
そ
の
月
か
ら
標
準
給
与
を
改

定
し
ま
す
。

◆
届
け
出
の
方
法

　
「
標
準
給
与
改
定
届
書
（
即
時
改
定
用
）」

に
、
当
該
加
入
者
が
退
職
し
た
後
、
新
た
な

雇
用
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き

る
書
類
（
再
雇
用
契
約
書
の
写
し
等
）
を
添

付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

育
児
休
業
等
終
了
後
の
標
準
給
与
の

改
定

　

三
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
加
入
者
が
育

児
休
業
等
を
終
了
後
に
継
続
し
て
勤
務
し
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
た
場
合
は
、

標
準
給
与
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
改
定
の
要
件

① 

育
児
休
業
等
を
終
了
し
た
日
に
お
い
て
、

当
該
育
児
休
業
な
ど
に
よ
り
養
育
し
て
い

る
子
が
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
こ
と

② 

職
場
復
帰
の
日
を
含
む
三
か
月
の
給
与
の
平

均
が
、
現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標
準
給
与
の

月
額
に
比
べ一
等
級
以
上
の
増
減
が
あ
る
こ
と

③
本
人
が
給
与
改
定
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

　

な
お
、
①
〜
③
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
上
記
標
準
給
与
の
改
定

（
随
時
改
定
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。

◆
標
準
給
与
の
改
定
月

　

育
児
休
業
終
了
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か

ら
継
続
し
た
三
か
月
の
給
与
の
平
均
額
を
給

与
月
額
と
し
て
、
そ
の
翌
月
（
職
場
復
帰
し

た
月
か
ら
四
か
月
目
）
か
ら
標
準
給
与
を
改

定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
職
場
復
帰
が
月
途
中
で
給
与
支

払
い
の
対
象
と
な
っ
た
日
数
が
十
七
日
未
満

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
継
続
し
た

二
か
月
の
給
与
の
平
均
額
を
給
与
月
額
と
し

ま
す
。
改
定
後
の
標
準
給
与
の
月
額
は
、
そ

の
年
の
八
月
ま
で
（
当
該
翌
月
が
七
月
か
ら

十
二
月
の
場
合
は
翌
年
の
八
月
ま
で
）
の
適

用
と
な
り
ま
す
。

※ 

育
児
休
業
等
終
了
後
の
標
準
給
与
の
改
定

に
よ
り
標
準
給
与
の
月
額
が
下
が
る
場
合

は
、「
標
準
給
与
の
従
前
保
障
」
の
申
請

が
済
ん
で
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
け
出
の
方
法

　

加
入
者
が
職
場
復
帰
し
て
三
か
月
を
経
過

し
た
後
、「
標
準
給
与
改
定
申
請
書
（
育
児

休
業
等
終
了
者
用
）」
に
よ
り
、
学
校
法
人

等
を
経
由
し
て
速
や
か
に
私
学
事
業
団
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
給
与
改
定
が
必
要
な
と
き

業
務
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積立共済年金と共済定期保険の
前期加入申し込み締め切り

　前期加入申し込み締め切りは６月29日（金）必着です。
〔積立共済年金〕
　新規加入のほかに、既加入者の他コースへの加入や口
数変更（増口・減口）の申し込みも受け付けます。
〔共済定期保険〕
　「家族年金コース」（「医療保障コース」の同時加入可）
及び「学校加入コース」の新規加入申し込みのみを受け
付けます。なお、他コースの新規加入、既加入者の加入
内容の変更及び脱退は、後期加入申込期間（11月）での
取り扱いとなります。 【保健課】

賞与等支給報告書の提出上の注意

　賞与等支給報告書は、登録されている賞与等支給予定
月の前月に学校法人等（磁気媒体及び電算用紙による報
告を登録した学校法人等は除く）あてに送付します。賞
与等を支給した日から（同一月内に賞与等の支給が複数
あった場合は合算し、最後に支給した日から）５日以内
に提出してください。賞与掛金は６月20日（水）受付分
までは、６月分の掛金で調定する予定です。
　なお、加入者全員に賞与等の支給がない場合は、提出
の必要はありません。また、賞与等支給報告書に記載さ
れている加入者の中で、支給がない人が含まれている場
合は、その人の加入者番号から賞与等区分まで二重線で
抹消してください。０円又は空欄のままで報告されると
未確認連絡書が送付されてしまいます。
　賞与等支給報告書の記入については、「平成23年版 様
式用紙等の記入例集」14ページ又は、共済HP（様式用紙
等のダウンロード）を参照してください。特に支給年月

・・

（支給月日
・ ・
ではありません）や賞与等区分の記入もれに

注意してください。
　なお、磁気媒体又は電算用紙で報告される場合は、提
出前に必ず加入者番号と生年月日を確認してから提出し
てください。また、支給年月から６か月を経過した支給
分に報告もれが判明した場合は、磁気媒体による報告は
できませんのでご注意ください。 【資格課】

生涯生活設計セミナーの申し込み締め切り

　生涯生活設計セミナー（加入者とその配偶者を対象）
の申し込み締め切りは６月11日（月）必着です。希望
する方は早めにお申し込みください。 【保健課】

「事務の手引」「レター」７月号等の送付

　平成24年版「事務の手引」、加入者向広報「レター」
７月号等を７月初旬に学校法人等あてに送付します。「レ
ター」の送付部数は、５月末現在の加入者数（後期高齢
者医療制度の被保険者となった人を含む）となります。
　「事務の手引」は先に送付しました「平成23年版 様式
用紙等の記入例集」と併せてご活用ください。
 【広報班】

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

１日（金） 積立共済年金・共済定期保険  前期加入申し込み開始

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  ５月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

11日（月） 生涯生活設計セミナー  申し込み締め切り

15日（金） 貸付  ７月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（水） 貯金  送金

22日（金） 貸付  送金

25日（月）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（木）
掛金  ５月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  ６月分定期償還口座振替（自振校のみ）

29日（金）
貸付  ７月23日送金申し込み締め切り
掛金  ５月分納期限
積立共済年金・共済定期保険  前期加入申し込み締め切り

２日（月） 貸付  送金

６日（金） 貸付  ６月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）
「標準給与基礎届書」提出期限

13日（金） 貸付  ８月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール６６

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール７７
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

クールビズを実施しています
　私学事業団では、例年、政府が推進する「地球温暖化防止」等の施策への対応としてクールビズ
を実施しています。今年も昨年同様に節電の取り組みが必要とされていることから、５月１日～
10月31日までの間、冷房温度の調節を行い、軽装での執務を実施していますので、本事業団にお
越しの節は、取り組みへのご理解をお願いします。

学術研究振興基金寄付者芳名

　このたび、学術研究振興基金に対し、
㈳日本工業倶楽部　様

からご寄付をいただきました。
　当基金へのご協力に心から御礼を申し上げます。

　当基金は、私立大学等の学術研究に助成を行うことを
目的として設立されたもので、私学事業団が広く一般か
ら受け入れた寄付金を基金として運用し、その運用益を
「学術研究振興資金」として、優れた学術研究に対し交
付しています。
　昭和50年度に当基金が創設されて以来、皆様から格別
のご理解とご支援を賜り、おかげさまで、平成24年５月
末現在の基金保有額は53億9,162万円、資金交付累計額
は71億4,968万円となりました。
　本事業団では、当基金をさらに充実させ、私立学校の
発展に貢献してまいりたいと考えております。今後とも、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7316・7319
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認く
ださい。６月は、「平成23年度補助金に係る事業の実績
報告」について掲載する予定です。
 助成部　補助金課
 ☎03（3230）7300～7311
 Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

学校法人基礎調査提出のお願い

　学校法人基礎調査の提出については、インターネット
を利用した「基礎調査票ｅ‒マネージャ」による作成・
提出をお願いしています。

■提出締め切り　６月29日（金）
　○ 〔文部科学大臣所轄法人（大学・短期大学・高等専

門学校法人用）〕
　　　→ 教員数（大学院担当等）・職員内訳等教職員数

関係、財務関係等
　○ 〔知事所轄法人（高等学校・中等教育学校・中学校・

小学校法人用）〕
　　　→ 学校法人の概要、人数、財務関係等全帳票
■添付書類
　 　文部科学大臣・知事所轄法人ともに、決算関係書類
（平成23年度計算書類及び附属明細表）をｅ‒マネー
ジャとは別途郵送にて私学情報室までご提出くださ
い。

　 　学校法人の皆様にご利用いただいております「基礎
調査票ｅ‒マネージャ」は、原則終日ご利用できます。
ただし、月曜日が祝日等で休日の場合などは、土曜日
の正午から火曜日の午前９時までの間は休止させてい
ただきますのでご注意ください。

※ 詳しくは、「平成24年度学校法人基礎調査の入力要領」
をご覧ください。

 私学経営情報センター　私学情報室
 ☎03（3230）7840～7843
 Ｅメール　k-chousa@shigaku.go.jp
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融資事業のご案内融資事業のご案内

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内
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月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

　横浜英和学院は、創立132年の歴史を持つキリスト教学校です。小学校では聖書の教えを大切にし、「子どもたちの生活を
重視するカリキュラム、体験を大切にする学習、一人ひとりに合わせた親身な個別指導、家庭・子ども・先生　この三者の密
なコミュニケーション、一人ひとりの成長をしっかりと見つめ共に歩む」教育を行っています。

横浜英和小学校

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成24年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

　私学事業団融資は、長期資金（据置期間
を含めて最大20年）・固定金利・元金均等
償還です。
　施設整備をご計画なら「安心で、安定感
のある」本事業団資金のご利用を検討され
てはいかがでしょうか。

　24年度融資のご希望については、現在受
付中です。

■融資金利表（平成24年６月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校(園)舎、体育館、講堂、遊

戯室等の建築事業等並びに校
(園)地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.5 0.9 0.7
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミ

ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.6 1.0 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専

修学校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.5
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 0.9 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

料亭でのご夕食、温泉入浴をお楽しみください

〒732-0052　広島市東区光町1-15　☎082（262）1122
（JR・新幹線「広島」駅新幹線口下車徒歩５分）
http://www.hotelgp-hiroshima.com

庭園会席（温泉・送迎付）プラン

２名様１室（１名様）　13,500円～
ご利用期間：通年（12月28日～１月３日を除く）
※ご予約は２名様から承ります。
※ご予約・変更は３日前までにお願いします。
※ 朝食は、当館１階「ひろ里」で和定食又は洋
定食をお選びいただけます。

※「半べえ」は、火曜日が定休日となります。

　広島ガーデンパレスでは、広島屈指の料亭「半べえ」で夕　広島ガーデンパレスでは、広島屈指の料亭「半べえ」で夕
食をいただく宿泊プランをご用意しています（往復送迎があ食をいただく宿泊プランをご用意しています（往復送迎があ
ります）。このプランは、庭園に囲まれた料亭で旬の料理をります）。このプランは、庭園に囲まれた料亭で旬の料理を
堪能でき、併設の「半べえ温泉」でのご入浴もお楽しみいた堪能でき、併設の「半べえ温泉」でのご入浴もお楽しみいた
だけます。ぜひご利用ください。だけます。ぜひご利用ください。

HOTEL, BANQUET& RESTAURANT

半べえ温泉（入浴券付）

夕食（イメージ）夕食会場（半べえ）




